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分散処理端末指向のワークステーション
Workstation for Distributed Processing Terminal

OA化の進展につれて,オフィス機能の効率向上を図るため,組織的なOAシステ

ムニーズの顕在化,及びマンマシンインタフェースの良好な高機能ワークステーシ

ョンに対する機能の充実,並びにホストコンピュータと連携したワークステーショ

ンヘの負荷の分散処理が重要になっている｡

このような市場の背景をもとに,オンライン機能と,パーソナルコンピュータ,

ワードプロセッサ及びローカル処理機能を1台に集約した多機能パーソナルターミ

ナルが出現し,更にネットワークサービスのための機能強化を行ない,新しい形態

での分散処理システムを形成している｡

本稿では,多様なユーザーニーズヘの適用性を高めた新多機能パーソナルターミ

ナル●'pT-1/EX''について紹介するとともに,分散処理指向のワークステーションと

して,多種オンライン形態による分散処理事例を紹介する｡

lI 緒 言

OA(オフィスオートメーション)の発展過程を展望する

と,汎用大形コンピュータを中心にした集中形システムから

分散形情報処理システムへ,更にネットワーク時代に適応で

きるOAシステムへと発展している｡

オフィス内でも,従来のEDP(Electronic Data Process-

ing)処理の延長では容易でなかった企業内第一線でのOA化

傾向に対し,企業内のトータルシステム建設のため,ホスト

コンピュータと親和性が良く,かつパーソナルなニーズにも

対応できる多機能パーソナルターミナルが望まれている｡企
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業内第一線での情報処理は,図1に示すようにOAの合理化

の拡大と進展のため,

(1)定形業務処羊堅の分散化の傾向

(2)エンドユーザーによる業務機械化の傾向

(3)オフィスオートメーションの浸透によるパーソナル業務

の合理化･機械化

(4)ネットワークサービスの浸透による情報サービスの活

発化

の傾向にある｡更に,ユーザー業務規模の拡大とOAの浸透に

より,

(5)優れたシステム拡張性,ファイル容量拡大への対応

(6)ネットワーク指向ワークステーションヘの対応

(7)多機能化への対応と性能･操作性の向上

が必要である｡

これらの市場の要求に対処するために,ホストコンピュー

タとの親和性を追求し,ホストコンピュータと連携した豊富

なオンライン機能,パーソナルコンピュータ及びワードプロ

セッサ機能とファイル管理に優れたローカル処理機能とを1

台に集約した多機能パーソナルターミナルが脚光を浴びてい

る(図2)｡

本稿では,多機能パーソナルターミナルとして開発された

PT-1/EXシステムについて,分散処理を中心にシステムの機

能,特長及び性能について述べる｡

囚 多機能パーソナルターミナル

2.1 システムの概要

表1に多機能パーソナルターミナルPT-1/EXのハードウ

ェア仕様を,図3にシステムの外観を示す｡16ビットMPU

(Micro Processing Unit)を処王堅素子として使用の上,図4

に示すようなカスタムLSIの大幅な採用と256kビット

DRAM(恥namic Random Access Memory)を活用し,更

にオフィス環境を重視して最大40Mバイトの大容量ディスク

までを内蔵できる卓上一体形のコンパクト設計とし,40Mバ

イト内蔵の市場では最小スペースのシステムを実現した｡

*

臼‾社製作巾旭+二場
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図2 多機能化へのアプローチ PT-1/EX多機能パーソナルターミナ

ルの機能構成を示す｡

2.l.1小形･大容量ディスクの採用

汎用コンピュータあるいはオフィスコンピュータの上位機

などで,8in大容量ディスク〔CRT(Ca仙ode Ray Tube)本

体の外付け〕は一般的であるが,アクセスタイムの速い(平均

約30ms)5inディスク40Mバイト(アンフォーマット51M

バイト)を卓上一体形装置に内蔵可能で,また増設ディスクを

付加して最大80Mバイトの大容量ディスクシステムを構築

できる｡

(1)大容量ディスクの効果

(a)フロッピーディスク媒体の差替え操作削i成による操作

性の向上と,ファイルアクセス(ロード･セーブ)時間の短

縮により,処理速度が向上できる｡

(b)ユーザー適用業務の拡大に対応可能で,また高機能化
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表lハードウェア仕様 pT-1/EXのハードウェア仕様概要を示す｡オ

ンライン関連プログラムプロダクトについては,表2に示す｡

項 目 内 容

制 御 部
プロセッサ 16ビットマイクロプロセッサ

メモリ容量 51Zkバイト(最大768kバイト)

ディスプレイ

表示素子 121∩モノクロームCRT又はカラーCRT

表示文字数

(半角文字二英･数字,片仮名)80字×24行=l.920字/画面

(全角文字:i葵享,平イ反名)40字×Z4行二960字/画面

文字構成 半角:7×13ドット.

(構×栂) 全角:15x柑ドット･24:く24ドット

文 字 種
英･数字,片仮名:2各種,

漢字:+lS第l,第Z水準7,080種

表示属性

輝度制御文はカラー表示.無表示.ブリンク,リバース,けい

繚(栂.上.下),アンダードット拡大表示,グラフィック(720

×488ドット′/l.120二ぺ720ドット)

カ ー ソ ル アンダーライン･リバースブロック

フロッピー

ディスク

接続台数 ～台十(外部接続:Z台)

客 土 両面侶密度 IMバイト/台

ミニテrイスク
接策王台数 内蔵･外付け各l台(合計2台)

容 量 9,8Mバイト･ZOMバイ ト40Mバイト/台

通信インタ

フェース

伝送手順 SYN同期,フレーム同期.調歩同期

伝i去速度 300.l′20(),2′400.4.800,9.600ピット′/秒

適用国綬 特定･公衆･加入･DDX

サービス機首巨 時計機構 年.月,日.時,分

キ
ー ボ ー

ド +【S配列･整配列･キーセット･スライドキーセット

プ リ ン タ
美･数字,片仮名プリンタ,漢字プリンタからオートシート

フィーダ付き水平インサータ付きプリンタまで各種

そ ♂)他 オ プ シ ョ ン

キャリングターミナルファクシミリ装置棲楕.RS23ZC.内蔵モデム.

リモートパワーオフ機構ノ(一コードリーグ.1Dカードリー久OCRハ

ンドリーダ.イメージリーダほか

注二略語説明 DDX(D･g】talData Excha[ge).ocR(光学文字喜売取り装置)

へのエンハンス,システムの拡大などに柔軟に対応でき,

システムの拡張性を確保できる｡

(2)マルチキーISAM(多重索引順編成ファイル)支援

従来の小容量ファイルでは実現できなかったマルチキー

ISAM機能を実現し,ファイル管理に威力を発揮する(図5)｡

2.1.2 クラスタ支援とシステム拡張性の確保

図6に,マスタ･スレーブ方式のクラスタシステムの支援

を示す｡更に上位機(オフィスコンピュータ)のワークステー

ション化も実現し,強力なシステム構築が可能である｡

2.l.3 LSl化と機能･性能･信頼性の向上

CRT,プリンタ,フロッピーディスク,メモリなどの制御

周に大幅にカスタムLSIを開発し,またCPU(Central

ProcessingUnit)クロックサイクルの高速化によりベンチマ

て茫

図3 PT-1/EXの外観 cRT(Cathode Ray Tube)本体上に漢字プリンタ搭載の例を示す｡

なお,キーボードは,操作面を表示するため,上面よりの写真としている｡
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図4 カスタムLS162M 6′000ゲートカスタム+S1

62Mの内部構成を示す｡
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図5 マルチキーiSAMのファイル構造 ファイル容量の拡大に伴い.

副キ【領域は定義Lた数だけ確保できる構成となっている｡
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図6 PT-1/EXクラスタシステム PT-1/EXをこのクラス初のマスタ･

スレーブ方式で接続L,クラスタシステムを実現Lた例を示す｡
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-クテストで性能向上(従来機種比約33%アップ)をはじめ,

機能･性能･信頼性の向上を実現した｡

2.2 PT一りEXの特長

2.2.l コンパクトなハードウェア設計と操作性向上

(1)卓上一体形の最小スペース設計(40Mバイトディスク内

蔵可能)

(2)24×24ドットCRTにより,見やすい明朝体で漢字表示が

できるモデルを追加｡合わせて操作性の良い薄形,軽量,カ

ールコードイ寸きキーボードを採用｡

(3)日本語詳細メッセージにより,分かりやすい画面構成を

実現｡

(4)高速OS(オペレーティングシステム)切替機能により,自

在に4機能(パーソナルコンピュータ･ワードプロセッサ･オ

ンライン･ローカル処理機能)を使用できる｡

(5)プリンタラックによりCRT上部にプリンタを搭載可能

とし,狭いスペースにも設置できる｡

(6)オートシートフィーダ付き水平インサータプリンタによ

-),単票用紙送r)が自動化できる｡

(7)用語辞書に姓名･地名を追加することにより,日本語入

力処理は更に傾いやすく操作性を一段と向上した｡

2.2.2 より強力となったパーソナル処理

(1)MS▼DOS削)バ】ジョン2.11にJIS第2水準i莫字支援を追

加した日本語MS-DOSにより,機能は一段と向上した｡

(2)RS-232C制御,EBCDIKコードファイルアクセス,グラ

フィック,漢字が扱える拡張BASICにより,パーソナル処理

機能を強化した｡

(3)日本語MS-DOSのもとで計算･作表･ファイリング･検

索に便利なソフトウェアOFIS/POLの強化により,複数表の

合算,合成が一段と容易となり,効率の良い作表ができ,更

に多種多様なグラフ出力ができるソフトウェアOFIS/

CHARTによりOFIS/POLで作成のデータやキー入力データ

を容易にグラフ化できる｡

(4)i充通ソフトも一段と充実し,更に対象製品を拡大中であ

る(dBASEII燕2),Multiplan※3),WORDSTAR丼4),MS-

BASCOM※5〉,MS-FORTRAN※6),ワードプロセッサビジネ

ス文例集ほか)｡

2.2.3 グラフ印刷が可能な文書処理

ワードプロセッサ機能にグラフ処理追加により,枠どりさ

れた大きさに合わせてグラフ印刷できる｡

2.2.4 強力な定形業務処理

(1)最大40Mバイトのディスク内j歳及び増設ディスクによ

り,80Mバイトの大容量システムを構築可能である｡また､

マルチキーISAM機能により,ファイル内のデータを9種の

キーで自在に検索でき,ファイル管理も統合化できるなど,

優れた威力を発揮できる?

(2)高速化されたCPUで,二つの処〕塑を同時に実行するデュ

アルジョブ機能が更に高速化されている｡

2.2.5 クラスタシステム及び上位システムとのワークステ

ーションイヒ

このクラスで,初のクラスタシステム支援及び上位システ

ムのワークステーション接続支援により,顧客ニーズヘ柔軟

かつ強力なシステムを提供することができる｡

発1)MS-DOSは,米国マイクロソフト社の商標である｡

※2)dBASEIIは,米国Asht()n-Tate杜の商標である｡

※3)Multiplanは,米国マイクロソフト社の商標である｡

※4

滋5

炎6

WORDSTARは,米国Micro Pro社の商標である｡

MS-BASCOMは,米国Micro Pro社の商標である｡

MS-FORTRANは,米国Micro Pro社の商標である｡
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本機能の支援により,効率の良いシステム運用ができ,利

点としては,

回線共用により…････‥通信費の低減

ファイル共用により…オフィス定形業務用ファイルの統一

スプール印刷により…印刷待機時間の解消

がある｡

(1)PT-1/EXクラスタシステム

(a)PT-1/EXによるマスタ･スレーブの構成

図6に示すように,PT-1/EXをマスタステーション及び

スレーブステーションとして接続し,ワークステーション

側からマスタステーション側の回線制御機構(コミュニケ

ーションアダプタほか),ファイル装置及びプリンタをアク

セスすることにより,回線共用,ファイル共用及びスプー

ル印刷の各機能を実現し,効率の良いシステム構築ができ

る｡

(b)上位オフィスコンピュータのワークステーション化

図7に示すように上位オフィスコンピュータのワークス

テーション接続により,適用業務拡大に合わせて,システ

ムのグレードアップを図ることができる｡

2.2.6 拡張性と製品メニューの充実

(1)RS-232Cデバイスによる入出力機器の増強

マウス,LAN(フィールドネット),ハンディターミナル,

Ⅹ-Yプロッタ,マークカードリーグ,磁気カードリーダなど,

各種RS-232Cインタフェースの装置を接続することができ

る｡

(2)イメージスキャナ,ファクシミリ装置などの画像処理を

はじめ,バーコードリーグ,IDカードリーダなどの入出力機

器も支援している｡

(3)増設ファイルキャビネットにより,ファイル容量もファイ

ル増設で対応できる(10Mバイト,20Mバイト,40Mバイト)｡

(4)オプションスロット拡大により,システム拡大にも対応

でき,豊富なオプションの接続が可能である｡

ホスト

コンピュータ

(ファイル共用)

(ス7ウール印刷)

(回線共用)

上 位

オフィス

コンピュータ

簡易オンライン

リモートターミナル支援
(ト70接続のみ)

M

ローカル接続

警㍑ン PT-1/EX

ステーションアダプタ

＼
コミュニケーション
アダプタ

PT

図7 上位オフィスコンピュータのワークステーション化 上位

オフィスコンピュータへのワークステーション接続例を示す｡

61オンライン機能の特長と概要

ネットワークサービスへの対応のためには,強力なオンラ

イン機能により,他社ホスト･自社ホストへの接続,日本電

信電話公社ネットワーク,商用データベースへの接続,更に

OA関連機器とネットワークを組むことのできる豊富な通信

機能を備えている｡

表2にオンライン関連プログラムプロダクトの機能を,図

8にオンライン機能強化例を示す｡

3.1主な特長

(1)T-560/20拡張エミュレータ,3270エミュレータ,ホスト

コンピュータと問合せ応答処理を行なうコミュニケーション

タスクマネジメントなどを豊富に備え,自社ホストコンピュ

ータヘはもちろん他社ホストコンピュータヘも]妾続する強力

表2 オンライン関連プログラムプロダクトの機能 代表的な機能例を示す｡

名称

機能

ファイル伝
送ユティリ

テイ

コミュニケ

-ション

タスクマネ

ジメント

(HSC)*

コミュニケ

一ション

タスクマネ

ジメント

(HNA)*

チェーンス

トア協会

仕様ファイ

ル伝送一事

全銀協パー

ソナルコン

ピューク

プロトコル

準拠
BESTl】(二

問合せ

全銀協パー

ソナルコン

ビュータ

プロトコル

準拠
BESTl〉(_･

聞合せ

DRESS′/GSM

T-560/20拡
張エミュレ

一夕
(HSC)-*斗

T-560/20拡
張エミュレ

一夕
(HNA)**-

3270エミュ

レーク/

SNA公衆

無手順端末 COM一丁SS

同 期 方 式 SYN同期 同 左
フレーム

同 期
SYN同期 同 左 同 左 同 左 同 左

フレーム

同 期
同 左 調歩同期 同 左

i急 信 速 度

】.20(】,

2.40(】,
同 左

2′400.

4′800, 2,400
同 左 同 左 同 左

2′400,
2.400,

4800 2 400 30ロ
300,

4′800

ビット/秒

9′600

ビット/秒

ビット/秒
4′80D

ビット/秒
9′600

ビット/秒

ビット/秒 ビット/秒
l.208

ビット/秒

適

用

回

緑

加入電話網 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

公衆【司 線 ● ● ● ● ● ● ●

特定 匡】線 ● ● ● ● ●

DRESS回 線 ●

DDX回線交換 ● ●

DDXパケット

交 換
● ● ●

伝

送

機

能

対話処理 ● ● ● ● ●

問合せ応答 ● ● ● ● ● ●

プログラム

間通信…**
● ●

ファイル伝送 ● ● ● ● ● ● ●

注
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プログラムプロダクトは,HSC版,HNA特定回線版とHNADDXパケット交換版の三つに分かれている｡

日本チェーンストア協会で設定された｢取引先データ交換標準通信手順(56.3.13版)+

H汀AC T-560/20ビデオデータシステムをエミュレートする｡なお,プログラムプロダクトは,HSC版.HSC公衆版,HNA特定回線版,HNADDXパケット交

換版の四つに分かれている｡ファイル伝送はHSC公衆版を除く｡

PT-1/EX内のDER又はホスト形COBO+,セルフ形COBOしの言語で作成Lたプログラムとホストコンピュータ内のメッセージ処王里プログラムとの間で通信する｡

●印は支援済みを示す｡



●T-560/20拡張エミュレータ

●コミュニケーションタスクマネジメント

lファイル伝送ユーティリティ

全銀協パーソナルコンピュータプロトコル

準拠BESTpc問合せ

HITAC

ホストコンピュータ

HSC

HNA

DDXパケット交換

/
pT-りEX

ミ ∫上

＼
DT-9611手順

DT-1211手順
無手順

一口RESS集配信処王里

DRESミ■浩志理ノ

日本電信電話公社

ネットワーク

他 社

ホストコンピュータ

●漢字3270エミュレータ/SNA･公衆

●3780手順でのRJE

●HBTAMによる他社手順の実現

●全銀協パーソナルコンピュータ
プロトコルファイル伝送

●チェーンストア協会仕様ファイル伝送

商 用

データベース

漢字TSS端末(COM一丁SS)

+OISによる科学技術情報サービス

PATOL-Sによる特許情報サービス

図8 オンライン機能強化 本国は強化項目の例の記載であり,既支援

済みオンライン関連のプログラムについては表2に示す｡

なオンライン機能を備えている｡

(2)アプリケーションプログラム間通信により,ホストコン

ピュータと連携した分散処理が実現でき,ユーザー固有の定

形処理に最も適合した処理形システムを提供できる｡

(3)日本電信電話公社ネットワーク(DRESS綱接続プロトコ

ル)をはじめ,全銀協パーソナルコンピュータプロトコルなど

の国内標準プロトコルヘ接続し,オンライン情報サービスが

できる｡

(4)無手順端末支援により,商用データベース漢字TSS端末

として問合せ処理ができる｡JOIS(日本科学技術情報センタ)

やPATOLIS(特許情報センタ)などと接続し,オンライン情

報サービスができる｡

(5)加入電話網･公衆回線･特定回線･DDX(DigitalData

Exchange)回線交換･DDXパケット交換など豊富に機能を備

えているので,テ小一タ量や通信距離に合ったネットワークを

構築できる｡

(6)PT-1/EXのクラスタシステム支援により,マスタ･スレ

ーブの回線共用による通信費節約,ファイル共用によるファ

イルの統一,スプール印刷による印刷時間の短縮が可能とな

r),また上位機HITAC L-70とのワークステーション接続に

より,上位システムから‾F位システムまでデータ量に合った

経済的なオンラインシステムの構築ができる｡

(7)オフィスコンピュータHITAC L-70,L-50シリーズ,デ

ータエントリシステムHITAC T-540/10,分散OCR(光学文

字読取り装置)システムT-550シリーズなどとネットワーク

を組み,相互にデータの交信など,他のOA機器を有効利用し

たネットワークの構築もできる｡

3.2 分散処理機能上の技術的課題と対応策

オンライン機能の開発で主な技術的課題は,次のように処

羊堅を実施している｡

(1)デュアルジョブ下での通信支援

非同期に並行処理されるジョブによるリソースの占有や,

プログラム処理遅れによる回線タイムアウト,デッドロック

分散処理端末指向のワークステーション 203

の防止のため,DMA(Direct Memory Access)走行占有率,

プログラム割込禁止走行区間の最大値設定及びOS内マルチ

タスク処理を実施し,デュアルジョブ下での通信支援を実現

した｡

(2)クラスタ構成の中での通信支援

マスタ･スレーブ間の通信手順処理で,ホストコンピュータ

と連携をとるため,マスタ･スレーブの状態管理を実施してい

る｡マスタステーション内のライン制御プログラムで,各スレ

ーブステーションの状態管理を行ない,各ステーション内部

状態を見てホストコンピュータとの連携処理を実現した｡

(3)HNA,HNADDX,SNAの通信支援

マルチホスト支援などに必要なマルチセションが可能な手

順を支援するため,ネットワーク機能をローカルプロセッサ

に分担し,ライン制御プログラムの性能の確保を実現した｡

(4)AP(アプリケーションプログラム)間通信の支援

ホストコンピュータと連携した分散処理システムとして,

ユーザー国有の定形処理に最も適合した処理形態及びオペレ

ータ操作とするため,ホスト側との各種通信制御プログラム

のインタフェース統合により実現した｡なお,回線障害後の

再開始方法,中断方法などの異常処理にも十分な検討を行な

い実現している｡

(5)他社接続上の問題点

他社接続では,手順が種々あり,コード体系の相違,特に

漢字切換コードの扱いや語長が問題となる｡ディスプレイ表

示や印字に対しては,回線インタフェース部でコード変換を

行なうが,ファイルへの連送ではレコード長,ブロック長が

ホスト･端末で異なるため,回線インタフェースでの変換･

無変換指定と,言語レベルからのファイルアクセス時の変換

など､システム上で適切な箇所での変換機能を支援すること

により実現した｡

図9に他社ホストコンピュータへの接続例として,漢字コ

ード変換機能を変換プログラムと変換テーブルに分け,漢字

変換の処理能力を向上した例を示す｡漢字フィールドを直接

意識するとCRTドライバ及びPRドライバの中に漢字変換70

ログラムをリンクで組み込み,漢字変換要求時に直接サブル

ーチンコールする方式とした｡本方式でのi実字コード変換時

間は0.2×10-6秒/字であり,一画面当たり最大でも0.2秒/

1,000字との高速変換を可能にしている｡

【】 オンライン機能適用例

本システムの代表的応用例として,OAシステムへの適用

例を示す｡

∴､認j
還去雲j
界漢卜l

字コl

ンl

TCE

KEISコードの世界

キーボード CRT プリンタ 他社コード KEIS

ll
KEIS 他社コート

キーボード
ドライバ

CRTドライバ

漢字 漢字

プリンタトうイバ

漢字

変摸
テーブル

変換
テーブル

3270エミュレーション7〇ログラム(巨TM)

区19 漢字処王里方式 他社ホストコンピュータに接続した場合の漢字変

換処王里能力の向上例を示す｡
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福岡

センタ

広島

PT-1/EX

ビデオ

プリンタ

PT-1/EX

l中央計算機

(A市,本支店)

自社中央計算機

M-240D

(B市,本支店)

図Il他社･

通信制御装置

一3705

通信制御装置

H-8622

DRESSネットワーク

〔コ更亘亘⊃

[白
大阪

電話形公衆回線網

(岩沼呈Obps)

名古屋

DDXパケット交換網

ほ沼呈0呂設)

送受信ファイル
全国共通ファイル
販売会社別ファイル

各種マスタファイル

横浜

東京

●3270

漢字エミュレータ

●560/20
拡張エミュレータ

旧カードリーグ

PT-りEX

漢字
プリンタ

(各地:営業店)

自社マルチホスト接続 他社3270手順と自社560′′20手順

とのマルチホスト1妾禿売例を示す｡

(1)日本電信電話公社DRESSシステム接続例(図10)

RTM(即時処理),GSM(集配信処理)の活用により,日本電

信電話公社のDRESSを接続した全国ネットワークが構成で

きる｡支援手順はDT1211(公衆回線1,200bps),DT9611(専用

回線2,400bps,4,800bps)のいずれも可能であり,回線費節約

やDRESS中央計算機センタの利用による大規模処理に効果

を発揮する｡

(2)他社･自社マルチホスト接続例(図‖)

他社3270手順と自社560/20手順との切換えによる他社･自

社マルチホスト接続を行ない,1台のPT,1/EXでパーソナル

コンピュータ･ワードプロセッサ･オフィスコンピュータ機

能とオンラインを行なう稼動例を示す｡本システムは特定顧

客向けの専用システムであるが,PT-1/EXの通信能力を示す

一例として紹介する｡

(3)ホスト側の豊富な通信支援プログラムとの接続(図12)

多手順支援により使用環境に適合した回線メニューが選択

でき,回線費用を考慮し,かつ複雑な業務処理に合わせた回

線接続とシステム構築ができる｡更にホスト端末間でのアプ

リケーション間通信,会話,ファイル伝送もあり,インテリ

ジェント端末として分散処理の機能を発揮する｡

(4)その他の応用例

PT-1/EXのクラスタシステムを活用すれば,先の図4に示

すように回線共用による通信費用の低減,ファイルの統合･

共用化,スプール印刷による性能アップを図ることができる｡
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図10 日本電信電話公社DRESSシステム接

続 日本電信電話公社のDRESSを接続Lた全国

ネットワークの構成例を示す｡

PF-†/E)(

Pト1/EX

中 央 計 算 磯

仙台

札幌

OS:VOS3-SPl

TSS 接 続:T10P2

リアルタイ壷‥TMS-3V処

孟アイ芸‥TMS-3V

通信制御

ヲ㍍M

M-240H

通信制御装置

MC弓/

パ25

ラ岩
H-8633

DDXパケット ●560/20EMP
交操網 (会話)

ほ･呂呈0邑張)●CTM(問合せアプリ

ケーション

間通信)
●FOP

(ファイル伝送)

特定国緑(専用線)

ほ･芸呂§bps)

PT-1/E)(

●560/20EMP
(会話)

●CTM

(問合せアプリ
ケーシ]ン

間通信)
●FOP

(ファイル伝送)

図12 ホストコンピュータ側の豊富な通信支援プログラムとの接

続 回緑メニューの選択ができるホストコンピュータ側の豊富な通信支援プ

ログラムとの接続例を示す｡

このようにPT【1/EXは,パーソナルニーズからネットワー

ク･分散処理システムへと自在なシステム構築ができ,オフ

ィスでの業務量や環境に応じた各種基本システムとオプショ

ンの選択によr),最適のシステムが構築できる｡

同 結 言

OA化の進展につれて多様なユーザーニーズに対応するた

め,ホストコンピュータとの連携処理が可能な多機能パーソ

ナルターミナルが,新しい形態での分散処理システムの担い

手として出現し脚光を浴びている｡本稿ではユーザーニーズ

への適用性を一段と高めた新多機能パーソナルターミナル

''pT-1/EX''について紹介するとともに,多種オンライン形態

による分散処理の事例を紹介した｡

今後更にエンドユーザー自身がよr)使いやすいシステムと

するために,各機能の強化,操作性の向上,ネットワークへ

の対応強化,入出力機器を含みシステム拡張性の充実に力を

注ぎながら製品展開を実施したいと考えている｡
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